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✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧ 

✧ 地球環境・気候研究推進室の発足一年 ! 

   ～地球温暖化対策のための気候モデルの更なる高度化に向けて～ 
 

 文部科学省では、平成 29～33年度の 5か年計画で、地球温暖化対策に必要な気候モデルの高

度化に向けて「統合的気候モデル高度化プログラム」を推進しています。当センターでは、４つ

の領域テーマの一つである「統合的気候変動予測」の主管機関として研究を推進するため、平成

29年 5月 22 日に「地球環境・気候研究推進室」を発足させました。スタートして一年、この間、

気象研究所、名古屋大学、さらに国内外の大学・研究機関等と連携して研究に取り組み、所期の

成果をあげてきています。最近の成果については、センターのホームページで公開しています。 

http://www.jmbsc.or.jp/tougou/achievments.html 

 

 地球温暖化には疑う余地がないとする「気候変動に関する政府間パネル(IPCC)」の第 5 次評価

報告書を受けて、平成 27年 12 月には気候変動に関する国際的枠組みであるパリ協定が採択され

ました。さらに、国内でも平成 30年 6 月には「気候変動適応法」が成立し、国に加えて地方自治

体での適応計画の作成等、地球温暖化による被害軽減に向けた対策の具体化に向けて一歩踏み出

しました。 

 こうした具体的な対策策定のため、数十年や百年先といった気候予測には、適応策の研究や策

定において利用に耐え得る精度や品質が求められるようになってきています。これまで気象研究

所等で開発されてきた高解像度な大気モデルによる地球温暖化予測では、地上気温とともに、大

きな災害をもたらす降水量に関わる極端現象と台風の将来変化を主な対象として評価してきまし

た。一方で、地球温暖化に伴う農作物への中長期的な影響を軽減するための品種改良や作付け作

物の見直し等、気候変動に対する社会、経済、環境等での持続可能な具体的対策が検討されるよ

うになり、他の気象要素や化学的な要素についての情報も求められてきています。 

 

 このような多様な社会的要請に対応していくために、本研究では３つの課題で研究に取り組ん

でいます。 

① 「汎用シナリオ整備とメカニズム解明」では、水資源・農業・健康など、多岐にわたる影響 

評価やリスク管理での利用に耐えうる地球温暖化に伴う気候データセットを汎用シナリオとし 

て整備するとともに、それらのデータを用いて顕著現象や極端現象の将来変化について、メカニ 

ズム解明に向けた研究を進めています。 

 

② 「高精度気候モデル及び評価結果のアジア・太平洋諸国への展開と国際貢献」では、東南ア 

ジアなどから毎年複数名の研究者を招聘し、気象研究所が開発したダウンスケーリングモデルを 

活用して各国の気候変動の予測計算を行っています。さらに、現地の影響評価研究に活用される 

よう取り組みを進めてきており、例えば、環境省が運営しているアジア太平洋諸国の適応策を支 

援するための科学的情報のポータルサイト「アジア大洋州気候変動適応情報プラットフォーム

（AP-PLAT）」にも掲載されます。 http://www.adaptation-platform.nies.go.jp/en/ap-plat/ 

 

③ さらに次世代のモデル開発に向けて「高精度統合型モデルの開発」を行っており、気象要素 

の精度向上と同時に、環境への評価に必要な化学的要素の気候情報が作成可能となるモデルの統 

合化に取り組んでいます。 
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 2017年 10月 2〜4日には、国内外にプロジェクトの始動を表明することにもなる「気候変動ダ

ウンスケーリング国際ワークショップ」を、海外から 26 名、国内から 60 名の研究者の参加を得

て、つくば国際会議場で開催しました（写真）。また、2018年 6月 4〜8 日には、ホノルルのハ

ワイ国際会議場で開催された「第 15回アジア・大洋州地球科学会年次会合（AOGS 2018）」にお

いて、統合プログラムにかかわる 2 つのセッションを共催しました。 

 IPCCでは、2021〜2022年に向けて「第 6次評価報告書」の作成作業が始まっており、気候変動

の予測および影響・適応の双方の分野において、本課題の成果を積極的にインプットし貢献した

いと考えています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国際ワークショップの集合写真（つくば国際会議場にて） 

 

 
（地球環境・気候研究推進室長 鬼頭昭雄） 

 


